
岩盤にもマシンコントロール油圧ショベル。

ツインヘッダーで�
岩盤掘削

今回の現場は、三重県尾鷲市を貫く紀勢
国道、熊野尾鷲道路の⼯事。施⼯するの
は、三重県紀宝町に本社を置くユウテッ
ク（株）様。監理技術者の中裕⼠さんに
スマートコンストラクションについて聞
いた。「昨年度の道路⼯事でもスマート
コンストラクションを導⼊しましたが、
まだサービス開始から間もない時期だっ
たためドローン測量とPC200iを導⼊し
ました。初期のスマートコンストラクシ
ョンを採⽤したことで、建機と現場をつ
なげることや、取得したデータの活⽤⽅
法などの協議が必要でしたが、導⼊した
効果を感じられたので情報化施⼯は⾯倒
だとのイメージが払拭されました。」と
話した。担当営業から導⼊の経緯を聞い
た。「国⼟交通省からi-Construction
が発表されたこともあり、さらに進化し
たスマートコンストラクション、特に今
回の現場では固い岩盤を掘削する⼯程が
ありましたので、アタッチメントのツイ
ンヘッダーをマシンコントロールで施⼯
する⼯法をお勧めし、導⼊の運びとなり
ました。」と話した。

監理技術者 中裕⼠さん

 

現場代理⼈ 瀬永好宏さん

三重県 
ユウテック（株）様

三重県東紀州を中⼼とし公共⼯事を主体

に施⼯を⾏っている会社。 

「安全・技術・信頼」をモットーとし、

創意⼯夫・安全で環境にやさしい社会の

実現に寄与するために、公共⼯事の品質

確保の促進を図り、完成後利⽤者の皆様

の満⾜が得られるよう、たゆまぬ努⼒を

継続して成⻑を⽬指している。

掲載⽉:2016年11⽉

ＩＣＴ建機��
精度と施⼯速度に驚き

導⼊した感想を現場代理⼈の瀬永好宏さ
んに聞いた。「今回の現場には岩盤の法
⾯掘削があり、油圧ブレーカーでの施⼯
を予定していましたが、担当営業の勧め
でツインヘッダー仕様のＩＣＴ建機を導
⼊しました。ブレーカーだとマシンガイ
ダンス機能になるため、岩盤の切り込み
過ぎの不安がありましたが、ツインヘッ
ダーではマシンコントロールで何の⼼配
もなくスピーディーに精度よく施⼯出来
たよ。」と笑顔で教えてくれた。「実
は、2ヶ⽉くらいは従来⼯法で現場を施
⼯し、そこにＩＣＴ建機を導⼊したとこ
ろ、驚く事実がわかりました。施⼯が完
了した場所をＩＣＴ建機で確認すると
30㎝もずれていたんだ。オペレータは
⾃分の腕に⾃信を持っていたので、ＩＣ
Ｔ建機が間違っていると思い、実際に検
測してみたら・・・合っていた。その
上、ＩＣＴ建機は従来⼯法と⽐べて早く
仕事を終わらせたよ。これからは培って
きた経験にＩＣＴ建機を活⽤して更なる
⽣産性の向上を狙いたい。」とも⼒強く
話した。
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